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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
色
川
武
大
に
お
け
る
変
名
作
品
よ
り
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品

の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
倶
楽
部
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

　

色
川
は
、
本
名
「
色
川
武
大
」
名
義
の
ほ
か
、
複
数
の
筆
名
を
作
風
で
使
い

分
け
た
作
家
で
あ
る
。
本
名
名
義
は
「
純
文
学
」
に
、
別
名
義
は
「
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
」
に
分
類
さ
れ
）
1
（

、『
昭
和
文
学
全
集
』（
第
三
一
巻
、
小
学
館
、
一

九
八
八
年
一
二
月
）
に
は
、
色
川
武
大
名
義
作
品
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
個
人
全
集
『
色
川
武
大　

阿
佐
田
哲
也
全
集
』（
全
一
六
巻
、
福
武

書
店
、
一
九
九
一
年
一
一
月
〜
九
三
年
二
月
、
以
下
『
全
集
』）
の
書
名
に
も

表
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
阿
佐
田
哲
也
」
と
い
う
筆
名
は
、
色
川
武
大
と
い
う

作
家
に
お
い
て
、
不
可
欠
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
用
い
ら
れ
た
変
名
「
井
上
志
摩
夫
」
名
義

の
作
品
は
、『
全
集
』
に
も
未
収
録
で
、
特
に
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

現
在
は
、『
井
上
志
摩
夫
傑
作
時
代
小
説
集
』（
全
五
巻
、
双
葉
社
、
一
九
九
七

年
一
一
月
〜
九
八
年
七
月
、
以
下
『
傑
作
時
代
小
説
集
』）
と
『
色
川
武
大
・

阿
佐
田
哲
也　

電
子
全
集
』（
全
二
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
一
九
年
四
月
〜
二

一
年
二
月
、
以
下
『
電
子
全
集
』）
に
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
の
一
部
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
筆
名
の
使
用
期
間
、
発
表
媒
体
、
作
品
点
数
な
ど
、

そ
の
全
貌
は
未
詳
で
あ
る
。

　

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
、
第
六
回
中
央
公
論
新
人
賞
の
受
賞
に
よ
り
、

色
川
は
文
壇
に
登
場
す
る
。
同
年
の
新
聞
記
事
「
第
六
回
中
央
公
論
新
人
賞
を

う
け
た　

色
川
武
大
」（『
朝
日
新
聞
』
九
月
一
四
日
朝
刊
、
一
〇
面
、「
朝
日

新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
」）
に
よ
れ
ば
、「
無
名
の
作
家
で
あ
る
」
と
い
う
紹
介
か

ら
は
じ
ま
り
、「「
純
文
学
」
と
断
わ
っ
た
の
は
、
実
は
匿
名
で
、
い
ろ
ん
な
娯

楽
雑
誌
に
大
衆
小
説
を
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
物
は
む
ろ
ん
、
時
代

物
ま
で
書
い
て
、
生
計
を
立
て
て
き
た
」
と
あ
る
。
前
述
の
よ
う
な
作
家
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
デ
ビ
ュ
ー
当
初
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、

色
川
武
大
に
お
け
る
変
名
作
品
の
意
義

│
│ 

井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
を
中
心
に 

│
│

木
　
下
　
　
　
弦
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本
名
名
義
の
受
賞
作
品
「
黒
い
布
」（『
中
央
公
論
』
第
七
六
年
第
一
一
号
、
一

九
六
一
年
一
一
月
）
が
「
純
文
学
」
と
強
調
さ
れ
た
の
は
「
匿
名
で
、
い
ろ
ん

な
娯
楽
雑
誌
に
大
衆
小
説
を
書
い
て
い
る
」
経
歴
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
、
デ

ビ
ュ
ー
ま
で
の
習
作
期
間
と
い
う
文
脈
に
「
大
衆
小
説
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

一
九
六
八
年
、
阿
佐
田
哲
也
名
義
の
第
一
作
「
実
録
雀
豪
列
伝
」
が
、
双
葉

社
の
雑
誌
『
週
刊
大
衆
』
に
連
載
さ
れ
る
）
2
（

。
そ
の
作
品
は
、
阿
佐
田
哲
也
『
牌

の
魔
術
師
』（
報
知
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）
と
し
て
早
く
か
ら
単
行

本
化
さ
れ
て
い
る
が
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
の
現
存
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
作
者
の
没
後
で
あ
る
。
ま
ず
は
研
究
の
背
景
と
し
て
、
作
者
に
よ
る
言
説

を
辿
り
た
い
。

　

色
川
は
、
本
名
名
義
の
第
一
創
作
集
『
怪
し
い
来
客
簿
』（
話
の
特
集
、
一

九
七
七
年
四
月
）
出
版
以
降
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
現
代
人
劇
場　

麻
雀
の

鬼
・
阿
佐
田
哲
也
の
も
う
一
つ
の
顔
」（『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
一
四
四
九
号
、
一

九
七
七
年
一
一
月
一
七
日
）
を
端
緒
に
、「
井
上
志
摩
夫
」
に
つ
い
て
繰
り
返

し
語
っ
て
い
る
。『
無
職
無
宿
虫
の
息
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
七
月
）
所
収

の
「
ふ
く
ち
ん
れ
で
い
）
3
（

」
と
い
う
小
説
に
お
い
て
、
語
り
手
の
「
私
」
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

私
が
は
じ
め
て
憧
が
れ
た
女
性
は
、
浅
草
の
舞
台
に
出
て
お
り
ま
し
た

井
上
喬
恵
と
い
う
歌
手
で
す
が
、
浅
草
人
さ
え
誰
も
お
ぼ
え
て
い
な
い
で

し
ょ
う
。
笑
の
王
国
と
い
う
劇
団
に
お
り
ま
し
た
が
、
目
立
た
な
い
存
在

で
し
た
。
で
も
、
私
の
最
初
の
筆
名
は
、
こ
の
女
性
に
あ
や
か
っ
て
井
上

と
い
う
名
前
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（『
無
職
無
宿
虫
の
息
』
一
二
一
〜
一
二
二
頁
）

　

引
用
箇
所
の
「
筆
名
」
が
「
井
上
志
摩
夫
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
は
、

定
か
で
な
い
。
し
か
し
、「
私
が
は
じ
め
て
憧
が
れ
た
女
性
」
と
「
私
の
最
初

の
筆
名
」
と
を
結
び
つ
け
る
「
井
上
と
い
う
名
前
」
を
語
り
は
じ
め
た
こ
と
は
、

見
逃
せ
な
い
。
ま
た
、『
明
日
泣
く
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
八
九
年
一
一
月
）

所
収
の
小
説
「
岩
見
重
太
郎
く
ん
）
4
（

」
は
、
過
去
の
創
作
活
動
と
岩
見
重
太
郎
の

狒
々
退
治
と
を
交
互
に
語
る
作
品
で
、
井
上
志
摩
夫
に
関
す
る
言
説
に
お
い
て

注
目
さ
れ
て
き
た
）
5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
変
名
に
関
す
る
記
述
は
、
小
説
に
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、『
喰

い
た
い
放
題
』（
潮
出
版
社
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
で
は
、「
あ
つ
あ
つ
の
で

き
た
て
姐
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
章
題
）
6
（

を
き
っ
か
け
に
、
過
去
の
創
作
活
動
の
遅
筆

ぶ
り
を
語
る
文
章
が
あ
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、

　

そ
う
し
て
、
私
の
よ
う
な
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
書
か
な
い
者
は
、
し
よ
う
が

な
い
か
ら
先
に
場
面
の
説
明
を
し
て
、
挿
画
を
作
っ
て
お
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
絵
組
と
い
っ
て
、
画
家
は
原
稿
無
し
で
絵
を
書
く
と
い
う
は
め
に

な
る
。
私
な
ど
は
そ
の
と
き
に
な
っ
て
も
ま
だ
で
た
ら
め
な
こ
と
を
い
っ

て
い
る
。

　

あ
る
と
き
、
次
号
予
告
に
、〝
片
眼
片
腕
片
え
く
ぼ
〞
と
い
う
題
名
が

の
っ
た
。
時
代
小
説
で
、
他
な
ら
ぬ
私
が
そ
う
い
っ
た
の
だ
か
ら
、
誰
に

文
句
の
い
い
よ
う
も
な
い
が
、
こ
れ
に
は
困
っ
た
。

〝
夕
月
〞
と
か
、〝
晩
春
〞
と
か
い
う
の
な
ら
、
な
ん
と
で
も
な
る
。
内



色川武大における変名作品の意義

（79）1012

容
が
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
題
名
は
拘
束
さ
れ
て
や
り
に
く
い
。
片

眼
、
片
腕
、
片
え
く
ぼ
、
丹
下
左
膳
み
た
い
な
題
名
で
、
丹
下
左
膳
に
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
か
ら
困
る
。

　

し
よ
う
が
な
い
か
ら
、
絵
組
の
と
き
も
、
片
眼
を
斬
ら
れ
る
場
面
、
片

腕
に
な
っ
て
し
ま
う
場
面
、
そ
し
て
女
と
抱
き
合
っ
て
い
る
場
面
を
指
定

し
た
。

　

ま
こ
と
に
無
責
任
だ
が
、
と
に
か
く
一
昼
夜
で
八
十
枚
ば
か
り
の
小
説

を
仕
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
も
若
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 

（『
喰
い
た
い
放
題
』
一
五
〇
頁
）

　

と
あ
り
、
こ
こ
で
題
名
が
示
さ
れ
て
い
る
「
片
眼
片
腕
片
え
く
ぼ
」
は
、『
電

子
全
集
』
で
増
補
さ
れ
た
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、

出
典
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、『
う
ら
お
も
て
人
生
録
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
四
年
一
一
月
）
の
「
俺
は
淀
ま
な
い
ぞ
│
│
の
章
）
7
（

」
で
は
、
色
川
が
二

六
歳
ぐ
ら
い
で
「
会
社
づ
と
め
を
や
め
」
た
と
き
の
出
来
事
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
知
り
合
い
の
編
集
者
を
頼
っ
て
、
俗
に
カ
ラ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
黄
色

ペ
ー
ジ
の
コ
ン
ト
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
一
枚
百
円
く
ら
い
の
稿
料
で
小

型
雑
誌
に
時
代
小
説
を
書
い
た
り
」
と
い
う
当
時
の
様
子
が
回
想
さ
れ
、
娯
楽

小
説
の
書
き
手
と
し
て
の
意
識
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

そ
の
う
ち
に
娯
楽
小
説
の
コ
ツ
も
い
く
ら
か
わ
か
っ
て
き
て
、
少
し
ず

つ
注
文
も
増
え
て
く
る
。
な
に
し
ろ
学
校
に
行
か
な
い
か
わ
り
に
、
子
供

の
と
き
か
ら
映
画
や
寄
席
ば
か
り
行
っ
て
た
ん
だ
か
ら
、
普
通
の
人
よ
り

話
芸
の
教
養
は
積
ん
で
る
ん
だ
ね
。
そ
れ
に
、
娯
楽
小
説
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

俺
流
に
い
え
ば
、
見
知
ら
ぬ
大
勢
の
人
に
対
す
る
配
慮
、
だ
と
思
う
か
ら

ね
。
こ
れ
も
ば
く
ち
時
代
に
、
客
と
の
関
係
の
中
で
き
た
え
て
あ
る
ん
だ
。

な
に
し
ろ
、
ま
ち
が
え
ば
財
産
を
す
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
人
を
寄

せ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
魅
力
を
備
え
て
い
な
い
と
商
売
に
な
ら
な

い
ん
だ
よ
。

 

（『
う
ら
お
も
て
人
生
録
』
一
六
七
〜
一
六
八
頁
）

　

さ
ら
に
は
、
娯
楽
小
説
の
書
き
手
の
時
期
に
関
す
る
挿
話
が
、
つ
か
こ
う
へ

い
『
現
代
文
学
の
無
視
で
き
な
い
10
人　

つ
か
こ
う
へ
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』（
集

英
社
、
一
九
八
九
年
九
月
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
8
（

で
語
ら
れ
、「
知
り
合
い
の
編

集
者
に
頼
ん
で
、
俗
に
カ
ラ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
黄
色
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
ト
を

書
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
小
さ
な
雑
誌
に
時
代
小
説
を
書
い
た
り
ね
。
博
打
の

あ
い
ま
に
書
く
ん
だ
か
ら
妙
な
気
負
い
が
な
く
て
、
い
い
も
の
が
書
け
た
よ
。

現
金
交
換
の
後
腐
れ
の
な
い
原
稿
だ
か
ら
ね
」（
五
〇
頁
）
と
あ
る
。
引
用
部

分
の
前
半
は
『
う
ら
お
も
て
人
生
録
』
の
記
述
と
同
様
の
内
容
だ
が
、
こ
れ
ま

で
コ
ン
ト
の
現
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
言
説
を
踏
ま
え
る
と
、

作
者
は
自
嘲
気
味
と
は
い
え
、
阿
佐
田
哲
也
以
前
の
変
名
作
品
を
佳
品
と
し
て

語
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、『
昭
和
文
学
全
集
』
版
の
色
川
武
大
編
「
色
川
武
大　

年
譜
」（
九

九
七
〜
一
〇
〇
〇
頁
）
に
、「
井
上
志
摩
夫
」
の
記
載
は
な
い
。
追
悼
特
集
『
別

冊
・
話
の
特
集　

色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
の
特
集
』（
第
二
八
三
号
、
一
九

八
九
年
七
月
）
所
収
の
「
色
川
武
大　

年
譜
」（
二
九
二
〜
三
〇
三
頁
）
に
お

い
て
「
井
上
志
摩
夫
」
が
明
記
さ
れ
、『
全
集
』
版
の
「
色
川
武
大
年
譜
）
9
（

」
で
は
、
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一
九
五
五
年
の
出
来
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
改
稿
箇
所
を

│
（
削
除
）
と
〔 

〕（
追
加
）
で
示
し
た
。

こ
の
年
は
じ
め
、
桃
園
書
房
を
て
い
よ
く
ク
ビ
に
な
る
。
勉
強
会
の
延
長

で
同
人
誌
〈
握
手
〉
を
や
り
、
夏
堀
正
元
、
小
田
三
月
、
細
窪
孝
等
を
知

る
。
一
方
、
生
活
費
稼
ぎ
に
、
娯
楽
雑
誌
編
集
者
の
友
人
た
ち
を
頼
り
、

変
名
〔
井
上
志
摩
夫
な
ど
と
い
っ
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
〕
で
娯
楽
小
説
を
書
く
。

寺
内
大
吉
、
早
乙
女
貢
、
清
水
正
二
郎
〔（
胡
桃
沢
耕
史
）〕、
そ
の
他
大

勢
の
娯
楽
小
説
作
家
を
知
り
、
た
っ
ぷ
り
五
年
余
、
そ
の
業
界
に
居
る
が
、

こ
こ
で
も
単
騎
な
り
。
こ
の
〔
以
後
数
年
〕
間
の
変
名
作
品
百
本
余
は
あ

ろ
う
が
、
保
存
を
し
な
い
の
で
す
べ
て
散
逸
。
痕
跡
も
残
ら
ず
。

 

（『
全
集
』
四
八
四
頁
）

　

こ
れ
ま
で
跡
づ
け
て
き
た
作
者
の
言
説
に
対
し
、「
変
名
作
品
百
本
余
は
あ

ろ
う
が
、
保
存
を
し
な
い
の
で
す
べ
て
散
逸
。
痕
跡
も
残
ら
ず
」
と
い
う
記
述

は
、
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
、

井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
そ
の
も
の
を
論
じ
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

井
上
志
摩
夫
に
関
す
る
言
説
を
辿
り
、
論
点
を
整
理
し
た
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
史
を
整
理
し
、

「
倶
楽
部
雑
誌
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
に
書
誌
的
調
査

に
基
づ
き
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
に
関
す
る
既
知
の
情
報
と
照
合
し
、
新
出

作
品
や
特
記
事
項
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」

と
、
類
似
す
る
題
名
の
色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
の
意
義
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ

ら
の
分
析
や
考
察
、
今
後
の
課
題
を
ま
と
め
た
い
。

二
、
評
価
史
の
概
観

　

井
上
志
摩
夫
に
つ
い
て
最
も
早
く
言
及
し
た
論
文
と
し
て
、
中
谷
博
「
娯
楽

雑
誌
の
小
説
を
裁
断
す
る
」（『
自
警
』
第
四
三
巻
第
八
号
、
一
九
六
一
年
八
月
）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
谷
論
文
は
、
当
時
新
刊
の
娯
楽
雑
誌
を
例
示
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
掲
載
作
に
つ
い
て
「
読
ん
で
い
る
時
は
一
応
面
白
い
が
、
読
後
に
何

の
感
銘
を
も
残
さ
な
い
。
読
者
が
作
家
と
共
に
考
え
、
共
に
生
活
し
、
共
に
解

決
し
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
は
、
一
つ
も
存
在
し
て
お
ら
な
い
」（
三
七
頁
）

と
概
括
す
る
。
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
の
評
価
は
不
明
だ
が
、
ほ
か
の
作
家
、

作
品
と
同
様
に
低
評
価
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
時

期
の
「
井
上
志
摩
夫
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
関
係
者
を
除
き
、
色
川
武
大
の

変
名
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

角
川
文
庫
版
の
阿
佐
田
哲
也
『
麻
雀
放
浪
記
（
三
）
激
闘
編
』（
角
川
書
店
、

一
九
七
九
年
一
〇
月
）
の
「
解
説
」
で
古
川
凱
章
は
「
そ
の
こ
ろ
、
阿
佐
田
さ

ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
い
た
。
娯
楽
雑
誌
に
時
代
も
の
を
書

く
と
き
、
麻
雀
の
戦
術
を
書
く
と
き
、
そ
し
て
イ
カ
サ
マ
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
内

幕
を
書
く
と
き
、
こ
と
ご
と
く
違
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
い
た
の
だ
」（
三

一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
解
説
」
で
は
「
井
上
志
摩
夫
」
に
触
れ
て

い
な
い
が
、
塩
澤
実
信
『
作
家
の
運
命
を
変
え
た
一
冊
の
本
』（
流
動
出
版
、

一
九
八
一
年
一
一
月
）
の
第
一
章
「
阿
佐
田
哲
也
と
『
麻
雀
放
浪
記
』」
で
は
、
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双
葉
社
が
「
当
時
、
同
工
異
曲
の
大
衆
娯
楽
の
読
み
物
雑
誌
を
十
数
誌
出
し
て

い
る
雑
誌
社
だ
っ
た
。
／
色
川
武
大
が
、
井
上
志
摩
夫
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表

す
る
剣
豪
小
説
の
上
得
意
で
あ
っ
た
し
、
家
族
的
雰
囲
気
で
、
遊
び
好
き
な
編

集
者
が
多
か
っ
た
」（
一
三
頁
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
色
川
武
大
論
の
文
脈

で
「
井
上
志
摩
夫
」
と
い
う
筆
名
が
言
及
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
同

社
の
「
大
衆
娯
楽
の
読
み
物
雑
誌
」
に
つ
い
て
、

　

そ
の
経
営
戦
略
は
、
社
長
自
ら
が
名
づ
け
て
〝
キ
ャ
ラ
メ
ル
戦
法
〞
と

い
っ
た
。
一
箱
二
十
粒
入
っ
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
、
一
粒
一
粒
同
じ
形
で
同

じ
味
だ
が
顧
客
は
よ
ろ
こ
ん
で
口
に
入
れ
る
。
双
葉
社
で
編
集
さ
れ
る
十

数
誌
の
大
衆
読
み
物
雑
誌
も
、
こ
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
同
じ
で
、
誌
名
と
表

紙
の
絵
が
異
な
る
だ
け
で
内
容
は
ほ
と
ん
ど
、
同
じ
顔
ぶ
れ
の
同
工
異
曲

の
小
説
ば
か
り
…
…
。
そ
れ
で
い
て
、
一
冊
で
数
万
の
部
数
は
捌
け
て
い

た
。
ト
ー
タ
ル
す
れ
ば
、
百
万
部
近
い
売
上
げ
が
あ
る
計
算
だ
っ
た
。

 

（『
作
家
の
運
命
を
変
え
た
一
冊
の
本
』
一
五
頁
）

　

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、「
キ
ャ
ラ
メ
ル
雑
誌
」（
一
六
頁
）

と
い
う
通
称
を
用
い
て
い
る
が
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
用
語
は
定
ま
っ
て

い
な
い
。
そ
し
て
、
山
際
素
男
「
ま
た
遊
び
に
お
い
で
よ
」（『
別
冊
・
話
の
特

集　

色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
の
特
集
』
所
収
）
に
、
次
の
よ
う
な
挿
話
が
あ

る
。　

僕
は
そ
の
父
上
が
苦
手
で
、
怖
か
っ
た
。
僕
だ
け
で
な
く
訪
れ
る
彼
の

友
人
は
み
な
恐
れ
て
い
た
。
彼
の
留
守
中
勝
手
に
部
屋
に
上
り
こ
ん
で
い

る
の
を
見
つ
か
り
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。〝
俺
の
周
り
の

人
間
は
み
な
碌
で
な
し
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
ん
だ
〞。
苦
笑
し
な
が
ら
、

そ
れ
と
な
く
父
上
の
弁
護
を
し
た
。
あ
る
時
、
父
上
の
部
屋
を
た
ま
た
ま

通
り
抜
け
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
父
上
は
留
守
だ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の

脇
の
棚
に
並
ん
で
い
る
数
冊
の
草
双
紙
風
の
本
が
目
に
つ
い
た
。
手
に

と
っ
て
み
る
と
彼
が
娯
楽
雑
誌
に
書
い
て
き
た
小
説
を
切
り
抜
い
て
丹
念

に
綴
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
ど
れ
も
実
に
丁
寧
に
綴
じ
ら
れ
て
い
て
、
表
紙

ま
で
つ
い
て
い
た
。
じ
ん
と
く
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
父
上
を

余
り
怖（
マ
マ
）わ

が
ら
な
く
な
っ
た
気
が
す
る
。

（『
別
冊
・
話
の
特
集　

色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
の
特
集
』
一
一
四
頁
）

　

山
際
は
「
そ
の
頃
か
ら
す
で
に
彼
は
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
こ
そ
違
え
阿
佐
田
哲
也

と
色
川
武
大
の
二
役
を
演
じ
て
い
た
の
だ
。
た
だ
無
名
で
あ
っ
た
だ
け
だ
」（
一

一
四
頁
）
と
続
け
て
い
る
。「
そ
の
頃
」
と
い
う
の
は
、
第
六
回
中
央
公
論
新

人
賞
を
受
賞
し
た
一
九
六
一
年
で
あ
る
。
文
壇
登
場
以
降
に
も
井
上
志
摩
夫
名

義
を
用
い
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
時
期
の
発
表
作
は
新
作
な
の

か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。

　

作
者
生
前
か
ら
追
悼
特
集
ま
で
の
言
説
を
ま
と
め
る
と
、
井
上
志
摩
夫
と
い

う
作
家
に
つ
い
て
は
「
娯
楽
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
家
の
一
人
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
も
の
の
、
色
川
武
大
の
別
名
義
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
九
七
〇
年
代
に
色
川
の
知
名
度
が
阿
佐
田
哲
也
と
い
う
筆
名
と
と
も
に
高

ま
っ
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
そ
の
も
の
は
、

批
評
や
研
究
の
対
象
だ
け
で
な
く
、
読
書
の
対
象
と
し
て
も
、
掲
載
雑
誌
を
有

す
る
一
部
の
人
間
が
知
り
得
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
傑
作
時
代
小
説
集
』
は
、
作
者
の
生
前
、
双
葉
社
の
倉
庫
よ
り
発
掘
さ
れ

た
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
を
収
録
し
た
全
三
六
編
の
作
品
集
で
あ
る
。
第
一
巻

所
収
の
柳
橋
史
の
解
説
「
井
上
志
摩
夫
の
六
年
間
」
で
、
年
譜
の
記
述
に
つ
い

て
「
い
く
ら
若
書
き
と
は
い
え
、「
痕
跡
も
残
ら
ず
」
と
言
い
切
っ
た
の
は
、

後
世
へ
の
思
い
も
込
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」（
三
三
〇
頁
）
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

出
版
当
時
の
新
聞
記
事
（
文
化
部　

富
田
律
之
「
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
注
目
集
ま
る

│
│
個
性
を
貫
く
人
生
に
共
鳴
（
ウ
ェ
ー
ブ
）」『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
七

年
一
二
月
七
日
朝
刊
、
一
五
面
、「
日
経
テ
レ
コ
ン
」）
に
お
い
て
は
、「
有
吉

一
夫
氏
は
「
生
前
か
ら
何
度
も
出
版
を
申
し
出
て
い
た
が
、
若
書
き
な
の
で
出

版
し
た
く
な
い
と
反
対
さ
れ
、
ず
っ
と
出
せ
ず
に
い
た
」
と
打
ち
明
け
る
」
と

い
う
背
景
や
、「
百
作
品
以
上
あ
る
」
と
も
報
じ
ら
れ
た
。『
傑
作
時
代
小
説
集
』

以
外
の
作
品
の
所
在
は
不
明
で
あ
り
、
作
者
に
お
け
る
「
若
書
き
」
の
意
識
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

井
家
上
隆
幸
「
歴
史
・
時
代
小
説
、
国
内
ミ
ス
テ
リ
ベ
ス
ト
10
」『
サ
ン
デ
ー

毎
日
』
通
巻
四
二
三
六
号
、
一
九
九
七
年
一
二
月
二
一
日
）
は
、
次
の
よ
う
に

評
す
る
。

井
上
志
摩
夫
が
活
躍
し
た
昭
和
三
十
年
（
一
九
六
一
）
か
ら
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）
ま
で
の
六
年
間
は
、
講
談
倶
楽
部
・
面
白
倶
楽
部
・
小
説

倶
楽
部
・
傑
作
倶
楽
部
な
ど
二
十
数
点
あ
っ
た
「
倶
楽
部
雑
誌
」
の
時
代
。

収
録
さ
れ
た
二
十
一
篇
を
遡
さ
か
の
ぼれ

ば
、
戦
前
の
大
佛
次
郎
・
吉
川
英
治
・
長

谷
川
伸
ら
の
〈
語
り
〉
の
匂
い
が
あ
る
。
死
ん
だ
も
の
の
陳
列
で
あ
る
正

史
に
総
括
さ
れ
な
い
見
え
ざ
る
歴
史
、
衆
庶
の
〈
物
語
〉
の
匂
い
が
あ
る
。

 

（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
同
号
、
七
四
頁
）

　

古
川
凱
章
や
山
際
素
男
が
「
娯
楽
雑
誌
」
と
称
し
た
雑
誌
に
つ
い
て
、「
倶

楽
部
雑
誌
」
と
い
う
単
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
日
本
文
学
の

研
究
史
に
お
い
て
一
般
的
な
用
語
と
は
い
い
が
た
い
。

　

坪
内
祐
三
は
、「
色
川
武
大
の
「
空
白
」
期
間
」（『
古
く
さ
い
ぞ
私
は
』
晶

文
社
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
所
収
）
で
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
を
高
く
評
価

し
た
が
、
後
の
「〈
解
説
〉「
小
さ
な
部
屋
」
の
重
要
性
」（『
文
學
界
』
第
五
三

巻
第
五
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）
に
お
い
て
は
、「
そ
れ
ら
の
小
説
は
、
あ
く

ま
で
、井
上
志
摩
夫
名（
マ
マ
）儀

の
読
み
物
小
説
だ
っ
た
。／
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
「
小

さ
な
部
屋
」
は
色
川
武
大
の
筆
に
よ
る
純
文
学

0

0

0

で
あ
る
」（
傍
点
原
文
、
一
九

〇
頁
）
と
述
べ
た
。「
読
み
物
小
説
」
に
対
し
て
「
純
文
学
」
の
優
位
性
を
説

く
価
値
観
は
、
色
川
武
大
「
小
さ
な
部
屋
」（
第
三
次
『
文
学
生
活
』
第
二
号
、

一
九
五
六
年
九
月
）
を
評
価
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
相
対
的
に
井
上
志
摩
夫

名
義
の
価
値
が
低
め
ら
れ
て
い
る
。

　

吉
田
新
一
『
旅
は
道
づ
れ
│
│
出
会
っ
た
作
家
た
ち
の
肖
像
』（
ワ
イ
ズ
出
版
、

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
の
「
焼
け
跡
放
浪
派
・
色
川
武
大
の
も
う
二
つ
の
顔

│
│
阿
佐
田
哲
也
、
そ
し
て
井
上
志
摩
夫
」
に
「
私
が
色
川
武
大
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
、
い
ま
か
ら
四
十
年
近
く
前
で
あ
り
、
双
葉
社
に
入
社
し
て
間
も

な
く
の
こ
と
で
あ
る
。
色
川
が
第
六
回
中
央
公
論
新
人
賞
を
受
賞
し
た
年
の
一
、

二
年
後
に
当
た
る
」（
九
四
頁
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
の
時
期
を
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

私
が
色
川
に
何
と
な
く
近
づ
け
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
当
時
色
川
が
、
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色
川
武
大
で
も
阿
佐
田
哲
也
で
も
な
い
別
の
名（
マ
マ
）儀

・
井
上
志
摩
夫
で
、
宮

本
編
集
長
の
雑
誌
に
娯
楽
小
説
を
書
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
入
社
し
て

し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
名（
マ
マ
）儀

の
小
説
家
が
色
川
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

「
あ
れ
が
、
中
央
公
論
新
人
賞
の
色
川
武
大
さ
ん
よ
」

　

と
、
先
輩
に
教
え
ら
れ
た
と
き
、
正
直
に
言
っ
て
私
は
驚
く
と
同
時
に

喜
び
さ
え
得
た
も
の
だ
。

 

（『
旅
は
道
づ
れ
│
│
出
会
っ
た
作
家
た
ち
の
肖
像
』
九
五
頁
）

　

著
者
の
吉
田
新
一
の
入
社
が
色
川
武
大
の
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
後
だ
と
す

れ
ば
、
文
壇
登
場
以
降
も
井
上
志
摩
夫
名
義
で
作
家
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、『
傑
作
時
代
小
説
集
』
の
出
版
以
降
も
、
井
上
志

摩
夫
に
関
す
る
言
説
は
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　
『
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
夢
ム
ッ
ク　

文
藝
別
冊　
﹇
総
特
集
﹈
色
川
武
大
vs
阿
佐
田

哲
也
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
以
下
『
文
藝
別
冊　
﹇
総
特

集
﹈』）
に
よ
り
、
井
上
志
摩
夫
「
天
和
を
つ
く
れ
」
が
共
栄
社
の
雑
誌
『
オ
ー

ル
読
切
』
一
九
五
九
年
三
月
号
）
10
（

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
に
は
、
時
代
小
説
だ
け
で
な
く
麻
雀
小
説
の
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、『
文
藝
別
冊　
﹇
総
特
集
﹈』「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲

也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」
に
お
い
て
、
井
上
志
摩
夫
名
義
の
文

章
が
石
塚
喜
章
編
『
な
ぜ
勝
て
な
い
の
か
│
│
競
輪
・
競
馬
・
麻
雀
が
イ
ヤ
に

な
る
本
│
│
』（
日
本
文
芸
社
、
一
九
六
七
年
七
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
井
上
志
摩
夫
名
義
の
最
後
の
発
表
年
が
、

一
九
六
七
年
だ
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

結
城
信
孝
「
解
説
」（『
昭
和
の
短
篇
一
人
一
冊
集
成　

色
川
武
大
』
未
知
谷
、

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
に
よ
れ
ば
、
既
知
の
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
ら
を
「
す
べ
て
散
逸
」
と
し
た
の
は
作
者
の
記
憶
ち
が
い
か
、
あ
る
い

は
そ
の
存
在
自
体
を
抹
殺
し
た
か
っ
た
の
か
」（
二
九
七
頁
）
と
問
う
た
う
え
で
、

次
の
よ
う
に
評
し
た
。

　

作
品
を
通
読
し
た
感
想
を
い
え
ば
時
代
小
説
群
は
、
の
ち
に
阿
佐
田
名

義
で
発
表
さ
れ
た
『
次
郎
長
放
浪
記
』（
角
川
文
庫
）
や
、
色
川
名
義
の

『
虫
け
ら
太
平
記
』（
文
春
文
庫
）
と
比
較
し
て
も
見
劣
り
す
る
も
の
で
は

な
く
、「
天
和
を
つ
く
れ
」
も
『
麻
雀
放
浪
記
』（
角
川
文
庫
、
文
春
文
庫
）

の
世
界
に
通
じ
る
迫
力
に
み
ち
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
単
行
本
化
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
の
名
篇
だ
っ
た
。 

（
二
九
七
頁
）

　

井
上
志
摩
夫
に
関
す
る
従
来
の
言
説
は
、
双
葉
社
の
関
係
者
や
、
解
説
や
書

評
、
解
題
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
作
品
の
評
価
は
好
意
的

で
、
内
容
に
つ
い
て
は
仄
め
か
す
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　

拙
稿
「『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
│
│
色
川
武
大
を
め
ぐ
る
「
最
後

の
無
頼
派
」
の
源
流
│
│
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六

四
輯
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
一
七
九
〜
一
九
五
頁
）
で
杉
民
也
名
義
作
品
「
寝

心
地
よ
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
│
│
小
説
・
ド
ヤ
街
の
子
供
た
ち
│
│
」
を
紹
介
し

た
。『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
「
と
ん
が
れ　

と
ん
が
り　

と
ん
が
る
」
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
掲
載
誌
『
小
説
倶
楽
部
』（
臨
時
増
刊
、

第
一
一
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
八
年
一
〇
月
）
は
後
述
す
る
「
倶
楽
部
雑
誌
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
発
表
媒
体
の
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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『
電
子
全
集
』
第
一
六
巻
は
「「
井
上
志
摩
夫
」
作
品
群
『
人
斬
り
』『
切
腹
』

ほ
か
」
と
い
う
副
題
で
、『
傑
作
時
代
小
説
集
』
全
三
六
編
に
、
一
関
市
博
物

館
所
蔵
の
作
者
の
遺
品
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
）
か
ら
二
一
編
を
加
え
た
全
五

七
編
の
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
槻
慎
二
は
『
電
子
全

集
』
第
一
六
巻
の
「
解
題
）
11
（

」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
こ
の
巻
で
初
め
て
公
開
さ
れ
る
の
は
井
上
志
摩
夫
名
義
の

現
代
小
説
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
完
成
度
と
い
う
点
で
は
見
劣
り

が
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
書
か
れ
た
昭
和
三
十
年
代
の
風
俗
、

つ
ま
り
色
川
武
大
が
作
家
と
し
て
立
と
う
と
し
て
い
た
時
代
の
様
子
が
生

き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
に
何
よ
り
も
、
後
年
、

主
と
し
て
阿
佐
田
哲
也
名
義
で
書
か
れ
た
軽
い
タ
ッ
チ
の
作
品
群
の
語
り

口
、
人
物
造
形
の
巧
み
さ
や
プ
ロ
ッ
ト
の
立
て
方
な
ど
の
源
が
こ
こ
に
あ

り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
分
、
逆
に
骨
組
み
が
よ
く
わ

か
っ
て
興
味
が
尽
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
「
片
眼
片
腕
片
え
く
ぼ
」
や
柳
橋
史
が
言
及
し
て
い
た
「
乾
盃
！　

シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
現
存
は
、
大
槻
慎
二
「
解
題
」
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、

非
常
に
貴
重
な
発
見
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
完
成
度
と
い
う
点
で
は
見
劣

り
が
す
る
」
と
い
う
評
価
や
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

指
摘
な
ど
は
、
後
年
の
作
品
に
対
す
る
習
作
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　

前
掲
の
古
川
凱
章
や
山
際
素
男
が
「
娯
楽
雑
誌
」
と
称
し
て
い
た
「
倶
楽
部

雑
誌
」
に
つ
い
て
、『
大
衆
文
化
事
典
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
一
年
二
月
）
で
立

項
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
増
補
改
訂
デ
ジ
タ
ル

版
の
項
目
「
大
衆
雑
誌
）
12
（

」
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
二
二
年
五
月
創
刊
の
「
日
本
小
説
」

が
中
間
小
説
雑
誌
の
先
鞭
を
つ
け
た
が
、「
小
説
新
潮
」「
オ
ー
ル
読
物
」「
小

説
現
代
」
が
、
い
わ
ゆ
る
中
間
小
説
雑
誌
の
御
三
家
と
し
て
、
新
し
い
大
衆
雑

誌
の
本
道
を
歩
ん
で
い
る
。
こ
の
か
げ
で
、「
俱
楽
部
雑
誌
」
の
衰
微
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
低
俗
番
組
に
席
を
ゆ
ず
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
」
と

あ
り
、「
倶
楽
部
雑
誌
」
と
い
う
単
語
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
増
補
改
訂
後
で

も
「
倶
楽
部
雑
誌
」
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
塩
澤
実
信
『
倶
楽
部
雑
誌
探
究

│
│
出
版
人
に
聞
く
⑬
』（
論
創
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
は
、
小
田
光
雄
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
を
務
め
「
倶
楽
部
雑
誌
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
文
献
で

あ
る
。
小
田
は
、
山
本
明
『
カ
ス
ト
リ
雑
誌
研
究
│
│
シ
ン
ボ
ル
に
み
る
風
俗

史
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
七
六
年
七
月
）
や
福
島
鋳
郎
『
雑
誌
で
見
る

戦
後
史
』（
大
月
書
店
、一
九
八
七
年
四
月
）
な
ど
の
書
名
を
あ
げ
な
が
ら
、「
倶

楽
部
雑
誌
」
を
収
集
し
て
き
た
経
緯
を
塩
澤
に
伝
え
、
次
の
よ
う
な
会
話
を
交

わ
し
て
い
る
。

　

│
│　

本
当
は
も
っ
と
量
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
あ
る
程
度
読
破
し
た
上

で
検
証
す
る
の
が
ベ
ス
ト
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
根
気

が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
概
観
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
。
そ
れ
が
残
念
な
の
で
す
が
。

　

塩
澤　

そ
れ
は
徒
労
で
し
か
な
い
し
、
そ
こ
ま
で
深
く
考
え
な
い
ほ
う

が
い
い
。
当
事
者
の
僕
が
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。
極

端
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
出
版
社
も
刊
行
し
た
こ
と
を
忘
れ
、
作
家
や
編

集
者
だ
っ
て
書
い
た
こ
と
も
編
集
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
い
る
く
ら
い
で
、
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も
う
ひ
と
つ
加
え
れ
ば
、
読
者
だ
っ
て
読
ん
だ
こ
と
な
ど
記
憶
に
残
っ
て

い
な
い
と
い
う
な
い
な
い
尽
く
し
の
世
界
、
そ
れ
が
倶
楽
部
雑
誌
の
実
態

と
意
味
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

 

（『
倶
楽
部
雑
誌
探
究
│
│
出
版
人
に
聞
く
⑬
』
一
二
六
〜
一
二
七
頁
）

　

小
田
は
「
最
初
で
最
後
の
倶
楽
部
小
説
論
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
」

（
一
二
七
頁
）
と
断
り
な
が
ら
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
続
け
て
い
く
の
だ
が
、
塩

澤
は
「
発
表
が
倶
楽
部
雑
誌
の
若
書
き
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
の
量
の
助
走
が

あ
っ
て
、
後
年
の
色
川
武
大
と
阿
佐
田
哲
也
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
判
断
し
て
い

ま
す
」（
一
七
二
頁
）
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、「
倶
楽
部
雑
誌
」
に
関
す

る
研
究
は
カ
ス
ト
リ
雑
誌
研
究
の
現
状
）
13
（

に
比
べ
、
進
展
は
み
ら
れ
な
い
。

　

色
川
武
大
に
お
け
る
変
名
作
品
の
諸
問
題
は
、
作
者
の
「
若
書
き
」
と
い
う

自
意
識
、
そ
し
て
「
倶
楽
部
雑
誌
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
調
査
の
不
備

で
あ
る
。『
傑
作
時
代
小
説
集
』
収
録
作
の
書
誌
情
報
の
一
部
は
「
不
明
」
や

「
再
録
、
初
出
不
明
」
と
あ
り
、『
電
子
全
集
』
で
増
補
さ
れ
た
作
品
群
も
、
底

本
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
た
め
か
、
書
誌
情
報
は
全
て
「〔
初
出
誌
、
掲
載

月
日
等
不
明
〕」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
者
や
作
者
の
実
父
の
よ
う
な

「
倶
楽
部
雑
誌
」
の
読
者
が
、
そ
の
掲
載
作
品
を
保
存
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
現
存
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

資
料
の
調
査
は
、
日
本
の
大
衆
文
学
史
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
重
要
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
個
別
の
作
品
分
析
の
前
提
と
し
て
、
井
上
志
摩
夫
名
義
作

品
の
出
典
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

三
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料

　
　「
井
上
志
摩
夫
」
小
説
に
つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
の
検
索
機
能
に
お
い
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
井
上
志
摩
夫
」
で
検
索
す

る
と
、
次
の
雑
誌
に
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。『
小
説
倶

楽
部
』（
桃
園
書
房
）
に
は
、「
縛
り
首
平
吉
」（
臨
時
増
刊
第
一
二
巻
第
五
号
、

一
九
五
九
年
三
月
）、「
純
潔
の
履
歴
書
」（
臨
時
増
刊
第
一
二
巻
第
八
号
、
一

九
五
九
年
五
月
）、「
切
腹
教
科
書
」（
臨
時
増
刊
第
一
二
巻
第
一
六
号
、
一
九

五
九
年
一
一
月
）
の
三
編
、『
中
学
二
年
コ
ー
ス
』（
学
習
研
究
社
）
に
は
、「
赤

い
グ
ロ
ー
ブ
│
│
大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ
葛
城
隆
雄
選
手
」（
第
三
巻
第
七
号
、
一

九
五
九
年
一
〇
月
）、「
う
な
れ
弾
丸
ラ
イ
ナ
ー
│
│
巨
人
坂
崎
選
手
」（
第
三

巻
第
八
号
、
一
九
五
九
年
一
一
月
）
の
二
編
、『
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』

（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
）
に
は
、「
甲
子
園
の
土
」（
第
二
巻
第
一
号
、

一
九
五
九
年
一
月
）、「
泣
く
な
井
崎
」（
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
五
九
年
三
月
）、

「
こ
の
母
と
と
も
に
！
」（
第
二
巻
第
四
号
、
一
九
五
九
年
四
月
）、「
伝
統
の
灯

は
消
え
ず　

藤
村
冨
美
男
と
若
虎
た
ち
」（
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
五
九
年
五

月
）、「
黄
金
の
左
腕
（
金
田
正
一
物
語
）」（
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
五
九
年
六

月
）、「
偉
大
な
る
勝
負
師　

そ
の
名
は
水
原
円
裕
」（
第
二
巻
第
六
号
、
一
九

五
九
年
六
月
）
の
六
編
が
見
出
せ
る
。

　

こ
れ
ら
は
『
傑
作
時
代
小
説
集
』
未
収
録
で
、「
縛
り
首
平
吉
」「
純
血
の
履
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歴
書
」「
切
腹
教
科
書
」
の
三
編
が
『
電
子
全
集
』
で
増
補
さ
れ
た
作
品
群
に

含
ま
れ
る
。
年
譜
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
ま
で
色
川
は
桃
園
書
房
に
編
集
者

と
し
て
在
籍
し
て
い
た
と
さ
れ
る
た
め
、
作
品
発
表
の
経
緯
は
「
娯
楽
雑
誌
編

集
者
の
友
人
た
ち
を
頼
り
に
」
と
い
う
記
述
に
根
拠
を
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、『
傑
作
時
代
小
説
集
』
と
『
電
子
全
集
』
収
録
作
の
ほ
か
に
、
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
が
現
存
す
る
可
能
性
を
示

し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
よ
り
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
創

刊
さ
れ
た
双
葉
社
の
雑
誌
を
調
査
対
象
と
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
休
刊

に
な
っ
た
雑
誌
資
料
は
全
号
を
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
刊
行
さ
れ
た
資
料
は

一
九
七
〇
年
ま
で
を
調
査
範
囲
と
し
、
報
告
対
象
は
小
説
作
品
と
し
た
）
15
（

。
資
料

は
五
十
音
順
に
列
挙
し
、『
傑
作
時
代
小
説
集
』
お
よ
び
『
電
子
全
集
』
で
の

未
収
録
作
品
は
、
新
出
作
品
を
意
味
す
る
「
新
」
を
付
し
、
臨
時
増
刊
号
の
雑

誌
は
、
発
行
年
月
日
ま
で
注
記
し
た
。

　

調
査
結
果
を
雑
誌
ご
と
に
ま
と
め
る
と
、『
傑
作
倶
楽
部
』
全
九
編
（
新
出
、

三
編
）
16
（

）、『
剣
豪
列
伝
集
』
全
四
編
（
新
出
、
一
編
）
17
（

）、『
小
説
の
泉
』
全
五
編
（
新

出
、
一
編
）
18
（

）、『
大
衆
小
説
』
全
一
四
編
（
新
出
、
三
編
）
19
（

）、『
別
冊
読
切
傑
作
集
』

全
一
編
（
新
出
、
な
し
）
20
（

）、『
別
冊
読
切
雑
誌
』
全
二
編
（
新
出
、
な
し
）
21
（

）、『
読

切
傑
作
集
』
全
三
編
（
新
出
、
二
編
）
22
（

）、『
読
切
雑
誌
』
全
六
編
（
新
出
、
二

編
）
23
（

）『
読
切
時
代
小
説
』
全
五
編
（
新
出
、
二
編
）
24
（

）、『
読
切
特
撰
集
』
全
二
編
（
新

出
、
一
編
）
25
（

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
の
双
葉

社
の
雑
誌
を
調
査
し
た
結
果
、
述
べ
五
一
編
の
井
上
志
摩
夫
名
義
の
小
説
作
品

を
特
定
し
、
さ
ら
に
一
五
編
の
新
出
作
品
を
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
、『
傑

作
時
代
小
説
集
』
の
書
誌
情
報
に
合
致
し
た
も
の
は
三
編
（「
吉
原
百
人
斬
り
」

「
血
と
剣
」「
と
う
ふ
ィ
」）、
書
誌
情
報
「
不
明
」
の
四
編
（「
鬼
っ
子
彦
六
」「
海

道
一
の
流
れ
星
」「
命
が
惜
し
ゅ
う
ご
ざ
る
」「
和
泉
屋
次
郎
吉
」）
に
つ
い
て
、

そ
の
出
典
を
特
定
で
き
た
。
既
出
の
情
報
と
一
致
し
な
い
も
の
は
、
ど
ち
ら
か

が
再
録
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
出
作
品
に
位
置
づ
け
た
「
縛
り
首
平
吉
」「
純
潔
の
履
歴
書
」「
切
腹
教
科

書
」
の
三
編
は
、
前
掲
三
誌
（『
小
説
倶
楽
部
』『
中
学
二
年
コ
ー
ス
』『
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』）
掲
載
作
と
同
じ
題
名
の
作
品
に
数
え
ら
れ
る
。
双

葉
社
の
雑
誌
の
掲
載
作
は
再
録
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
の
異
同
が
み
ら
れ

る
た
め
、同
一
作
品
と
み
な
せ
る
か
は
、保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。『
電
子
全
集
』

で
増
補
さ
れ
た
二
一
編
の
う
ち
、
一
六
編
の
題
名
の
出
典
を
特
定
で
き
た
も
の

の
、
本
文
の
具
体
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
五
編
（「
尻
振
り
侍
」「
氷

雨
に
住
む
獣
」「
立
川
発
23
時
55
分
」「
乾
盃
！　

シ
ン
デ
レ
ラ
」「
練
艦
エ
レ

ジ
ー
」）
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
ず
、
継
続
的
な
調
査
を
要
す
る
。

　

特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、「
片
眼
片
腕
片
え
く
ぼ
」
は
題
名
の
み
『
喰
い

た
い
放
題
』
で
伝
え
ら
れ
、『
電
子
全
集
』
で
増
補
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
出
典
が
『
小
説
の
泉
』
で
、
挿
絵
の
作
者
が
利
根
風
太
郎
で
あ
る
こ
と
も

判
明
し
た
。

　
『
傑
作
時
代
小
説
集
』
所
収
の
一
編
「
人
斬
り
包
丁
」
の
初
出
は
「『
大
衆
小

説
』
昭
和
35
年
５

月
号
」
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
調
査
結
果
の
「
人

斬
り
庖
丁
」（『
傑
作
倶
楽
部
』
所
収
）
は
再
録
と
考
え
ら
れ
、
本
文
の
異
同
の
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確
認
を
要
す
る
が
、
同
号
の
「
編
集
室
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

★
本
号
は
、
精
選
し
た
時
代
小
説
を
特
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
と
思

い
ま
す
。
巻
頭
の
井
上
先
生
の
異
色
作
「
人
斬
り
庖
丁
」
は
、
百
枚
に
及

ぶ
力
作
で
す
。
全
国
で
大
流
行
の
流
感
に
も
め
げ
ず
、
筆
を
揮
っ
て
い
た

だ
い
た
作
品
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
作
品
い
ず
れ
も
、
ご
期
待
に
十
分
お
応

え
で
き
る
佳
作
ば
か
り
で
す
。
よ
り
一
層
の
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
（「
編
集
室
」『
傑
作
倶
楽
部
』
同
号
、
三
〇
八
頁
）

　

引
用
箇
所
に
「
全
国
で
大
流
行
の
流
感
に
も
め
げ
ず
」
と
あ
り
、
新
作
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
従
来
の
通
説
で
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
六

年
間
が
「
井
上
志
摩
夫
時
代
」
で
あ
り
、
一
九
六
一
年
の
文
壇
登
場
か
ら
「
阿

佐
田
哲
也
」
使
用
開
始
の
六
八
年
ま
で
、
色
川
は
変
名
で
の
創
作
活
動
を
「
廃

業
」
や
「
自
粛
」
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
『
傑
作
時
代
小
説
集
』

収
録
作
は
「
巷
説
天
保
六
花
撰
」
を
例
外
に
「
再
録
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

実
状
は
定
か
で
な
い
が
、
井
上
志
摩
夫
と
い
う
作
家
と
作
品
は
、
双
葉
社
の
雑

誌
に
お
い
て
、
一
九
六
八
年
ま
で
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
と
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」

　

井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
は
、『
電
子
全
集
』
第
一
六
巻
で
〔
初

出
誌
、
掲
載
月
日
等
不
明
〕
と
し
て
増
補
さ
れ
た
『
傑
作
時
代
小
説
集
』
未
収

録
作
品
で
あ
る
。
本
調
査
に
よ
っ
て
、『
読
切
時
代
小
説
』（
臨
時
増
刊
、
第
五

巻
第
六
号
、
一
九
六
四
年
六
月
一
五
日
）
が
出
典
の
一
つ
だ
と
確
認
で
き
た
。

概
要
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

敗
戦
後
の
日
本
を
舞
台
に
、
駒
木
根
由
美
と
い
う
人
物
が
元
職
業
軍
人
の
父

親
に
反
抗
し
、「
不
良
少
女
め
い
た
行
動
」
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
原

因
で
警
察
に
補
導
さ
れ
た
こ
と
の
罪
悪
感
が
つ
き
ま
と
い
、
学
校
を
中
退
し
、

会
社
へ
就
職
し
て
も
、
そ
の
と
き
の
出
来
事
が
周
囲
へ
露
見
す
る
こ
と
の
不
安

が
消
え
ず
、
社
員
の
岡
戸
信
博
と
不
倫
関
係
に
な
っ
て
も
、
常
に
駒
木
根
由
美

を
消
極
的
に
さ
せ
る
。

　

題
名
の
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
は
、
ビ
リ
ー
・
ロ
ウ
ズ
、
Ｅ
・
Ｙ
・
ハ
ー

バ
ー
グ
作
詞
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ア
ー
レ
ン
作
曲
の
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ“It ’ only a 

paper m
oon ”

の
関
連
を
推
察
さ
せ
る
。
同
時
代
の
日
本
に
典
拠
を
求
め
れ
ば
、

新
興
楽
譜
編
集
部
編
『
新
興
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
：
ピ
ア
ノ
伴

奏
・
訳
詞
付vol.1

』（
新
興
楽
譜
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
に
楽
譜
と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
に
も
親
し
ま
れ
、
あ
る
い
は
演
奏
さ
れ
た
楽
曲
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
作
中
で
は
、
駒
木
根
由
美
の
歌
を
聞
い
た
岡
戸

信
博
が
「
紙
の
月
に
、
描
い
た
雲
、
か
」
と
「
つ
ぶ
や
く
」
こ
と
に
よ
り
、
駒

木
根
由
美
の
性
格
が
虚
構
だ
と
い
う
印
象
を
強
め
て
い
る
。
後
に
色
川
は
『
唄

え
ば
天
国
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ　

命
か
ら
二
番
目
に
大
事
な
歌
』（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
マ
ガ
ジ
ン
、
一
九
八
七
年
五
月
）
の
「
ジ
ー
ズ
・
フ
ー
リ
ッ
シ
ュ
・
シ
ン

グ
ス
」
に
お
い
て
「
イ
ッ
ツ
・
オ
ン
リ
ィ
・
ア
・
ペ
イ
パ
ー
ム
ー
ン
」（
一
六

八
頁
）
へ
言
及
し
て
い
る
の
で
、
作
者
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
い
楽
曲
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

元
職
業
軍
人
の
父
と
不
良
の
子
と
い
う
対
立
関
係
は
、
色
川
の
私
小
説
的
作
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品
で
繰
り
返
し
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ま
た
、
家
庭
や
学
校
で
の
「
劣

等
感
」
が
「
不
良
」
に
な
る
過
程
や
、「
前
科
者
」
の
自
意
識
と
向
き
合
う
場

面
は
、
文
壇
登
場
作
「
黒
い
布
」
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
色
川
作

品
の
系
譜
を
辿
る
と
、「
黒
い
布
」
か
ら
「
連
笑
」（『
新
潮
』
第
七
六
巻
第
七
号
、

一
九
七
九
年
七
月
）
ま
で
の
連
続
性
を
見
出
せ
る
場
面
が
あ
る
。

　

そ
の
頃
は
も
う
物
資
が
窮
乏
し
は
じ
め
て
い
た
。
食
事
の
量
も
減
り
、

食
物
の
種
類
も
限
ら
れ
て
き
た
。
何
か
珍
ら
し
い
も
の
が
食
膳
に
あ
が
る

た
び
に
草
弥
は
ひ
と
箸
も
手
を
つ
け
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
い
と
き
は
自

分
の
食
事
を
半
分
ほ
ど
別
の
皿
に
取
っ
て
、
好
吉
の
方
に
押
し
や
る
の

だ
っ
た
。

「
お
あ
が
り
│
│
」

　

そ
う
い
う
と
き
の
草
弥
の
声
は
極
め
て
優
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
、
好
吉
は
そ
う
さ
れ
る
と
そ
の
皿
に
手
を
つ
け
な
い
よ
う
に

な
っ
た
。
い
く
ら
す
す
め
ら
れ
て
も
首
を
振
る
だ
け
で
あ
る
。
理
由
は
決

し
て
云
わ
な
い
。
草
弥
は
癇
を
立
て
た
。

「
人
の
好
意
を
、
無
に
し
や
が
る
」

 

（
色
川
武
大
「
黒
い
布
」）

　

息
子
の
好
吉
は
自
分
の
行
為
に
つ
い
て
の
「
理
由
は
決
し
て
云
わ
な
い
」
た

め
、
真
意
は
不
明
で
あ
る
。
伊
藤
整
・
武
田
泰
淳
・
三
島
由
紀
夫
「
第
六
回
中

央
公
論
新
人
賞
選
考
座
談
会
）
26
（

」
に
お
い
て
、「
そ
れ
に
し
て
も
、
息
子
は
書
き

た
り
な
い
な
」（
三
一
九
頁
）
と
武
田
泰
淳
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
で
は
、
娘
と
し
て
の
駒
木
根
由
美
の
心
情
が
詳
し
く

語
ら
れ
る
。

　

食
事
の
と
き
な
ど
、
お
い
し
い
お
菜
が
あ
る
と
、
父
親
は
自
分
の
分
を

食
べ
ず
に
子
供
た
ち
に
分
け
与
え
る
。
そ
れ
は
い
い
が
、
子
供
た
ち
が
喜

こ
ん
で
食
べ
な
い
と
怒
る
。
実
に
勝
手
だ
、
善
意
の
無
理
押
し
つ
け
だ
。

自
分
た
ち
は
奴
隷
で
は
な
い
、
と
由
美
は
思
う
の
で
あ
る
。
由
美
だ
け
は

父
親
に
ど
ん
な
に
す
す
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
に
箸
を
つ
け
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
小
遣
い
も
、
洋
服
も
、
母
親
の
方
に
ね
だ
っ
て
、
父
か
ら
の
配

慮
は
す
べ
て
拒
絶
す
る
。
父
親
の
頑
固
さ
に
対
抗
す
る
に
は
、
自
分
も
意

固
地
に
て
っ
す
る
こ
と
だ
、
と
思
っ
て
い
た
。

 

（
井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」）

　

引
用
箇
所
の
よ
う
な
「
父
か
ら
の
配
慮
は
す
べ
て
拒
絶
す
る
」
こ
と
の
心
情

の
吐
露
は
「
黒
い
布
」
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
子
が
「
不
良
」
の
道
へ
と
進
む

理
由
が
、
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
連
笑
」
を
並
べ
る
と
、
父
親
へ

の
反
抗
心
は
語
り
手
の
「
私
」
の
心
情
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

彼
は
、
息
子
の
喰
べ
ぶ
り
を
細
か
く
観
察
し
て
お
り
、
自
分
は
汁
と
飯

を
主
に
し
て
喰
べ
は
じ
め
、
け
っ
し
て
最
初
か
ら
お
か
ず
の
皿
に
手
を
つ

け
な
い
。
私
が
そ
の
お
か
ず
を
気
に
い
っ
た
と
み
る
と
、

「
お
あ
が
り
│
│
」

（
中
略
）

　

私
は
、
保
護
を
受
け
、
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分

が
口
惜
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
実
際
は
保
護
を
受
け
て
い
る
よ

り
仕
方
が
な
い
。
だ
か
ら
な
お
さ
ら
腹
が
立
っ
た
。
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父
親
の
態
度
は
、
将
校
が
兵
隊
を
、
人
間
が
犬
を
、
慈
し
む
類
の
も
の

だ
と
、
そ
の
頃
は
受
け
と
っ
て
い
た
。

 

（
色
川
武
大
「
連
笑
」）

　
『
全
集
』
第
一
巻
「
解
題
」
に
お
い
て
村
松
友
視
は
「
職
を
転
々
と
変
え
、

麻
薬
の
巻
き
添
え
で
警
察
に
呼
ば
れ
、
博
打
場
を
遊
び
あ
る
く
息
子
…
…
そ
れ

こ
そ
が
色
川
武
大
そ
の
人
な
の
だ
が
、
た
し
か
に
そ
こ
だ
け
が
何
と
な
く
ふ
つ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
〝
息
子
〞
の
目
か
ら
見
た
世
界
が
、

『
怪
し
い
来
客
簿
』
で
は
活
々
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
」（
三
八
八
頁
）
と
指

摘
し
て
い
る
。
色
川
の
私
小
説
的
作
品
に
お
け
る
〈
父
子
も
の
〉
の
系
譜
が
、

娯
楽
小
説
と
し
て
の
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
に
見
出
せ
る
の
は
重
要
で
あ
る
。

「
黒
い
布
」
の
一
場
面
が
後
年
の
「
連
笑
」
で
よ
り
緻
密
に
描
か
れ
る
こ
と
で

「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
の
役
割
は
終
え
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
類
似
の
題
名
の
作
品
と
し
て
本
名
名
義
で
改
作
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
前
は
「
若
書
き
」
と
し
て
「
散
逸
」
扱
い
し
た
か
っ
た
と
し
て
も
、

後
に
再
発
見
さ
れ
る
の
を
期
待
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
が
「
紙

の
空
と
描
い
た
月
」
で
あ
る
。

　

色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」
は
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
『
別
冊
婦
人

公
論
』（
一
四
号
、
一
一
六
〜
一
二
五
頁
）
掲
載
の
短
編
小
説
で
あ
る
。
作
者

生
前
は
単
行
本
未
収
録
で
、『
全
集
』
第
四
巻
「
短
編
小
説
Ⅲ
」
に
収
録
さ
れ
た
。

高
橋
昌
男
「
解
題
」（『
全
集
』
第
四
巻
）
に
よ
れ
ば
、「
話
が
そ
れ
だ
け
で
完

結
す
る
短
篇
は
書
き
手
の
〈
芸
〉
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
、
色
川
さ
ん
の
場
合
も
起

伏
に
富
ん
だ
筋
の
運
び
と
い
い
巧
み
な
セ
リ
フ
回
し
と
い
い
、
ス
ト
ー
リ
ー
・

テ
ラ
ー
の
才
を
存
分
に
発
揮
し
て
期
待
を
裏
切
ら
な
い
」（
三
五
二
頁
）
と
し

た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

人
生
の
哀
歓
を
描
く
と
い
う
と
月
並
み
だ
が
、
彼
が
好
ん
で
取
り
上
げ

る
の
は
、
社
会
の
片
隅
で
懸
命
に
生
き
る
名
も
な
い
人
々
で
、
そ
う
い
う

人
た
ち
に
そ
そ
ぐ
優
し
い
ま
な
ざ
し
が
小
説
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。
本

当
は
三
十
に
な
ろ
う
と
い
う
、
公
称
二
十
六
歳
の
歌
手
若
草
す
み
れ
の
、

大
ス
タ
ー
ゆ
え
に
取
り
逃
が
す
恋
を
描
い
た
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」、

ス
ト
リ
ッ
プ
小
屋
の
雑
用
係
ポ
ー
が
、
観
客
に
頭
を
殴
ら
せ
る
こ
と
だ
け

を
持
ち
芸
に
し
て
名
を
売
ろ
う
と
す
る
「
赤
い
靴
」
を
仮
に
芸
人
も
の
と

名
付
け
る
と
す
れ
ば
、「
一
念
放
棄
」
と
「
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
」
は
酒

場
の
女
も
の
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。 

（
三
五
二
頁
）

　

類
似
す
る
題
名
の
二
作
品
の
共
通
点
は
駒
木
根
由
美
と
い
う
登
場
人
物
の
名

前
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
の
設
定
や
展
開
は
全
く
異
な
る
。
井
上
志
摩
夫
「
紙
の

月
と
描
い
た
雲
」
の
題
名
が
、
作
中
の
ジ
ャ
ズ
小
唄
に
由
来
す
る
の
だ
と
す
れ

ば
、「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」
へ
の
〈
芸
人
も
の
〉
と
い
う
分
類
は
、
二
村
定

一
に
つ
い
て
描
い
た
「
砂
漠
に
陽
が
落
ち
て
」（『
怪
し
い
来
客
簿
』）
の
系
譜

に
並
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
前
掲
の
「
ふ
く
ち
ん
れ
で
い
」
で
も
同
様
の
内
容
で

語
ら
れ
る
が
、
歌
手
と
い
う
職
業
の
「
全
能
感
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
会

話
が
行
わ
れ
る
。

「
全
能
感
と
い
う
の
か
な
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
手
軽
に
味

わ
え
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
を
、
こ
と
も
な
げ
に
毎
日
味
わ
え
る
ん
だ
か

ら
な
ァ
。
す
ご
い
職
業
だ
ね
。
一
度
や
っ
た
ら
も
う
や
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
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う
」

「
も
う
慣
れ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
│
│
」

　

と
彼
女
は
い
っ
た
。

「
で
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
は
ち
が
う
わ
よ
。
泥
絵
具
で
描
い
た
空
に
、
紙

の
月
が
か
か
っ
て
る
だ
け
」

 

（
色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」）

　

色
川
作
品
を
参
照
す
る
と
、
平
野
愛
子
（「
横
浜
、
月
夜
、
高
速
道
路
」『
街

は
気
ま
ぐ
れ
ヘ
ソ
ま
が
り
』
徳
間
書
店
、
一
九
八
七
年
一
一
月
、
九
二
頁
）
や

美
空
ひ
ば
り
「
戦
後
史
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」
色
川
武
大
・
長
部
日
出
雄
・
村
松
友

視
・
絵
＝
和
田
誠
（『
戦
後
史
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』
話
の
特
集
、
一
九
八
九
年
八
月
、

二
六
頁
）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
類
似
の
表
現
が
見
出
せ
る
。
引
用
本
文
で

は
「
描
い
た
空
に
、
紙
の
月
」
と
あ
り
、
題
名
と
一
致
し
な
い
点
に
読
み
ど
こ

ろ
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
若
草
す
み
れ
と
い
う
芸
名
と
駒
木
根
由

美
と
い
う
本
名
と
の
齟
齬
で
あ
る
。

「
い
や
。
│
│
で
も
君
は
同
時
に
普
通
の
娘
さ
ん
で
も
あ
る
わ
け
だ
ろ
う
。

神
さ
ま
の
よ
う
な
全
能
感
を
当
然
み
た
い
に
受
け
と
っ
て
い
る
偉
い
人
か

ら
、
ご
く
普
通
の
娘
に
、
ど
こ
で
戻
る
ん
だ
ろ
う
」

「
ど
こ
で
、
っ
て
？
」

「
た
と
え
ば
、
本
名
の
生
活
と
芸
名
の
生
活
が
あ
る
ね
。
ど
こ
で
切
り
か

わ
る
の
。
今
、
ぼ
く
と
向
か
い
あ
っ
て
い
る
娘
さ
ん
は
、
神
さ
ま
の
顔
つ

き
と
ち
が
う
よ
う
だ
が
、
ど
こ
で
神
さ
ま
じ
ゃ
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う
」

 

（
色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」）

　
「
普
通
の
娘
」
に
「
戻
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
一
九
七

三
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
活
躍
し
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
に
よ
る
「
普
通
の
女

の
子
に
な
り
た
い
」
と
い
う
流
行
語
で
あ
る
）
27
（

。
引
用
箇
所
の
「
本
名
の
生
活
と

芸
名
の
生
活
」
と
は
、
駒
木
根
由
美
と
若
草
す
み
れ
と
の
生
活
が
「
ど
こ
で
切

り
か
わ
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
疑
問
だ
が
、
こ
の
時
期
の
色
川
武
大
の
作

家
活
動
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、「
麻
雀
放
浪
記
」
シ
リ
ー
ズ
が
完
結
し
、
直

木
賞
を
受
賞
し
た
年
で
あ
る
。
色
川
武
大
と
阿
佐
田
哲
也
と
の
「
一
人
二
役
）
28
（

」

の
生
活
と
重
な
る
よ
う
な
問
い
や
、「
神
さ
ま
じ
ゃ
な
く
な
る
」
と
い
う
会
話

か
ら
は
、「
麻
雀
の
神
さ
ま
）
29
（

」
と
し
て
偶
像
に
な
っ
た
現
状
の
心
情
の
吐
露
だ

と
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
か
ら
色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た

月
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
二
点
の
指
摘
が
で
き
る
。
ま
ず
、
倶
楽
部
雑
誌
へ

の
発
表
作
に
、〈
父
子
も
の
〉
の
心
境
が
よ
り
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
駒
木
根
由
美
と
い
う
登
場
人
物
の
心
理
的
な
葛
藤
が
「
劣
等
感
」
か

ら
「
全
能
感
」
へ
変
化
し
た
こ
と
で
、「
麻
雀
の
神
さ
ま
」
と
称
賛
さ
れ
た
阿

佐
田
哲
也
の
「
虚
名
」
を
抱
え
込
ん
だ
作
者
色
川
武
大
の
作
家
活
動
後
期
の
主

題
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
色
川
武
大
の
変
名
作
品
を
め
ぐ
っ
て
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
の

書
誌
的
な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
分
析
と
考
察
、
今
後
の
課
題
を
ま
と
め
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た
い
。

　

従
来
、
色
川
が
井
上
志
摩
夫
名
義
で
作
品
を
発
表
し
て
い
た
「
井
上
志
摩
夫

時
代
」
と
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
約
六
年
間
と
み
な
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
六
一
年
以
降
の
掲
載
作
品
も
新
作
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
そ

の
後
の
一
九
六
七
年
（
一
九
六
八
年
発
行
の
雑
誌
）
に
至
る
約
七
年
間
に
つ
い

て
も
、「
井
上
志
摩
夫
時
代
」
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
）
30
（

。
色
川
に

と
っ
て
「
井
上
志
摩
夫
」
と
は
、
無
名
作
家
時
代
の
中
心
的
な
筆
名
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
色
川
の
作
家
活
動
は
、
一
九
六
八
年
に
お
け
る
「
井
上
志
摩
夫
」

か
ら
「
阿
佐
田
哲
也
」
へ
の
変
名
の
移
行
に
転
機
が
見
出
せ
る
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
の
「
井
上
志
摩
夫
時
代
」
こ
そ
が
、

色
川
武
大
の
作
家
活
動
前
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
た
ら
す
の
が
、
井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」

と
色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
既
成
の
日
本
文

学
史
は
も
と
よ
り
、
色
川
武
大
と
い
う
一
人
の
作
家
に
お
い
て
も
、
重
要
視
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、「
純
文
学
」
の
作
家
色い
ろ

川か
わ

武ぶ

大だ
い

と

し
て
文
壇
的
評
価
を
獲
得
し
た
作
者
が
、「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
を
井
上
志

摩
夫
名
義
で
「
倶
楽
部
雑
誌
」
へ
発
表
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
元
職
業

軍
人
の
父
親
と
の
心
理
的
な
対
立
、
学
校
で
の
「
劣
等
感
」
を
抱
い
て
「
不
良
」

に
な
る
過
程
、
そ
し
て
「
前
科
者
」
の
自
覚
を
描
い
た
作
品
「
紙
の
月
と
描
い

た
雲
」
の
出
典
が
「
黒
い
布
」
よ
り
前
に
遡
れ
る
か
は
、
現
時
点
で
不
明
で
あ

る
。と
は
い
え
、「
純
文
学
」
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
〈
父
子
も
の
〉
の
題
材
が
「
娯

楽
小
説
」
の
読
者
も
対
象
に
書
か
れ
た
と
す
れ
ば
、「
倶
楽
部
雑
誌
」
へ
掲
載

さ
れ
た
井
上
志
摩
夫
名
義
作
品
を
読
む
こ
と
は
、「
純
文
学
」
や
「
娯
楽
小
説
」

（
大
衆
文
学
）
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
言
語
表
現
と
し
て
の
価
値
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
か
ら
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」
へ
の
改
作
と
、
そ

の
作
風
の
変
化
は
、〈
父
子
も
の
〉
の
「
黒
い
布
」
で
「
無
名
の
作
家
」
か
ら
「
純

文
学
」
の
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
色
川
武
大
が
、「
麻
雀
の
神
さ
ま
」
へ
、

さ
ら
に
直
木
賞
作
家
へ
と
変
貌
す
る
過
程
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
駒
木
根
由

美
と
い
う
同
名
の
登
場
人
物
を
類
似
す
る
題
名
で
改
作
し
た
こ
と
に
よ
り
、
色

川
武
大
の
作
家
活
動
後
期
に
お
け
る
葛
藤
を
描
い
た
作
品
と
し
て
浮
か
び
上
が

ら
せ
た
意
義
は
大
き
い
。
色
川
武
大
「
紙
の
空
と
描
い
た
月
」
か
ら
井
上
志
摩

夫
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」
へ
の
経
路
の
よ
う
な
情
報
を
作
者
が
自
ら
示
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
出
版
関
係
者
の
塩
澤
が
「
な
い
な
い
尽
く
し
の
世
界
」

と
塩
澤
が
語
る
「
倶
楽
部
雑
誌
」
研
究
の
不
毛
さ
で
な
く
、
後
世
の
読
者
が
「
倶

楽
部
雑
誌
」
を
読
む
こ
と
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
、『
傑
作
時
代
小
説
集
』
と
『
電
子
全
集
』
の
収
録
作
の
う
ち
、
既

知
の
書
誌
情
報
と
本
調
査
の
結
果
と
で
は
、
同
一
の
題
名
の
作
品
で
も
発
表
媒

体
の
異
な
る
例
も
確
認
で
き
た
た
め
、
同
一
の
作
品
と
は
判
断
し
が
た
い
。
そ

し
て
、
井
上
志
摩
夫
名
義
の
第
一
作
、「
麻
雀
の
神
さ
ま
」
と
い
う
呼
称
の
活

字
上
の
初
出
、
色
川
武
大
名
義
へ
の
「
仕
立
て
直
し
」
が
知
ら
れ
る
「
名
無
し

の
恋
兵
衛
）
31
（

」
の
読
解
等
、
調
査
課
題
は
少
な
く
な
い
。
色
川
武
大
に
お
け
る
変

名
作
品
は
、
日
本
の
大
衆
文
学
史
を
跡
付
け
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
研
究
対

象
な
の
で
あ
る
。
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注

（
１

） 　

川
村
二
郎
「
色
川
武
大
・
人
と
作
品
」（
小
学
館
版
『
昭
和
文
学
全
集
』
第
三
一
巻
）

参
照
。

（
２

） 　

初
出
『
週
刊
大
衆
』
全
九
回
（
五
四
四
号
、
一
〇
月
三
日
〜
五
五
二
号
、
一
一
月
二

八
日
）。

（
３

） 　

初
出
『
小
説
現
代
』（
第
一
六
巻
第
一
〇
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）。
引
用
は
、
単

行
本
版
。

（
４

） 　

初
出
『
週
刊
小
説
』（
三
五
九
号
、
一
九
八
〇
年
二
月
二
二
日
）。

（
５

） 　

柳
橋
史
「
井
上
志
摩
夫
の
六
年
間
」（『
傑
作
時
代
小
説
集
』
第
一
巻
）
参
照
。

（
６

） 　

初
出
『
潮
』（
二
九
六
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
）。
引
用
は
、
単
行
本
版
。

（
７

） 　

初
出
『
毎
日
新
聞
』
全
五
五
回
（
一
九
八
三
年
八
月
七
日
〜
八
四
年
八
月
二
六
日
）。

引
用
は
、
単
行
本
版
。

（
８

） 　

初
出
『
す
ば
る
』
第
八
巻
第
二
号
、
一
九
八
六
年
二
月
。
引
用
は
集
英
社
文
庫
版
。

（
９

） 　
『
全
集
』
第
一
六
巻
所
収
。「
自
筆
年
譜
に
依
る
」
と
い
う
但
し
書
き
が
付
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
自
筆
年
譜
の
現
存
は
未
詳
。

（
10
） 　
『
オ
ー
ル
読
切
』（
第
一
一
巻
第
四
号
、
一
九
五
九
年
三
月
、
架
蔵
本
）
参
照
。

（
11
） 　
『
小
学
館
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ　

色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也　

電
子
全
集　

16　
「
井
上
志

摩
夫
」
作
品
群
『
人
斬
り
』『
切
腹
』
ほ
か
』（
小
学
館
、
二
〇
二
〇
年
七
月
、ebook-

honto

）。

（
12
） 　JapanK

now
ledge, https://japanknow

ledge-com
.w

aseda.idm
.oclc.org,

（
最

終
閲
覧
：
二
〇
二
四
年
八
月
二
一
日
）
項
目
執
筆
者
は
和
田
佳
恵
（
一
九
七
七
年
記
）。

（©
 T

he M
useum

 of M
odern Japanese Literature

）

（
13
） 　

石
川
巧
編
集
代
表
・
カ
ス
ト
リ
雑
誌
編
集
委
員
会
編
『
戦
後
出
版
文
化
史
の
な
か
の

カ
ス
ト
リ
雑
誌
』（
勉
誠
社
、
二
〇
二
四
年
六
月
）

（
14
） 　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
最
終
閲
覧
：
二
〇
二
四
年
八
月
二

一
日
）

https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?pageN
um

=0&
pageSize=20&

sort

K
ey=SCO

RE&
fullT

ext=true&
includeV

olum
eN

um
=true&

keyw
ord=%

E4

%
BA

%
95%

E4%
B8%

8A
%
E5%

BF%
97%

E6%
91%

A
9%

E5%
A
4%

A
B&

display

M
ode=list&

accessRestrictions=internet&
accessRestrictions=ooc&

access

Restrictions=inlibrary

　

作
品
名
は
、
五
十
音
順
で
掲
出
。

（
15
） 　

井
上
志
摩
夫
「
神
楽
坂
」（『
大
衆
小
説
』
第
五
巻
第
一
四
号
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
、

架
蔵
本
）
の
よ
う
に
、「
小
説
」
以
外
の
作
品
も
存
在
す
る
た
め
。

（
16
） 　

新　

一
九
六
〇
年　

九
月　
　
　

 

「
野
郎
の
唄
」（
第
一
〇
巻
第
九
号
）

　

新　

一
九
六
一
年　

七
月　
　
　

 

「
ラ
ー
メ
ン
群
盗
伝
」（
第
一
一
巻
第
九
号
）

　

新　

一
九
六
一
年
一
一
月　
　
　

 

「
わ
か
り
ま
せ
ん
」（
第
一
一
巻
第
一
四
号
）

　
　
　

一
九
六
二
年　

三
月　
　
　

 

「
純
潔
の
履
歴
書
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）

　
　
　

一
九
六
二
年　

八
月
一
五
日
「
暁
の
鐘
が
鳴
る
」（
第
一
二
巻
第
一
一
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

六
月　
　
　

 

「
和
泉
屋
次
郎
吉
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

七
月　
　
　

 

「
抱
き
寝
の
鴉
」（
第
一
四
巻
第
八
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

八
月　
　
　

 

「
邪
ン
剣
武
士
」（
第
一
四
巻
第
九
号
）

　
　
　

一
九
六
五
年　

五
月　
　
　

 

「
人
切
り
庖
丁
」（
第
一
五
巻
第
五
号
）

（
17
） 　

新　

一
九
五
七
年
一
二
月　
　
　

 

「
大
髙
源
吾
」（
第
一
巻
第
八
号
）

　
　
　

一
九
六
一
年　

七
月　
　
　

 

「
海
道
一
の
流
れ
星
」（
第
五
巻
第
九
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

四
月　
　
　

 

「
美
男
桜
」（
第
八
巻
第
五
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

五
月　
　
　

 

「
酔
い
ど
れ
剣
士
」（
第
八
巻
第
六
号
）

（
18
） 　　
　

一
九
六
一
年　

六
月　
　
　

 

「
片
眼
片
腕
片
え
く
ぼ
」（
第
九
巻
第
七
号
）

　
　
　

一
九
六
一
年
一
〇
月　
　
　

 

「
竹
と
水
仙
」（
第
九
巻
第
一
三
号
）

　
　
　

一
九
六
三
年　

二
月
一
五
日
「
稲
妻
駕
籠
」（
第
一
一
巻
第
三
号
）

　
　
　

一
九
六
三
年　

三
月　
　
　

 

「
ト
リ
オ
ム
コ
サ
ン
ズ
」（
第
一
一
巻
第
四
号
）

　

新　

一
九
六
三
年
一
二
月　
　
　

 

「
天
高
か
ら
ず
物
語
」（
第
一
一
巻
第
一
四
号
）

（
19
） 　

新　

一
九
六
〇
年　

九
月　
　
　

 

「
百
円
し
か
な
い
」（
第
六
巻
第
第
一
一
号
）

　

新　

一
九
六
一
年　

五
月　
　
　

 

「
東
京
に
殴
り
込
め
」（
第
七
巻
第
六
号
）

　
　
　

一
九
六
二
年　

八
月
一
五
日
「
拳
銃
を
射
つ
ま
で
」（
第
八
巻
第
一
一
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

一
月　
　
　

 

「
名
無
し
の
恋
兵
衛
」（
第
一
〇
巻
第
一
号
）
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一
九
六
四
年　

一
月
一
五
日
「
命
が
惜
し
ゅ
う
ご
ざ
る
」（
第
一
〇
巻
第
二
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

二
月　
　
　

 

「
逃
げ
ろ
や
逃
げ
ろ
」（
第
一
〇
巻
第
三
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

三
月　
　
　

 

「
押
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」（
第
一
〇
巻
第
四
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

四
月　
　
　

 

「
桃
色
木
馬
」（
第
一
〇
巻
第
五
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

五
月　
　
　

 

「
江
戸
の
休
日
」（
第
一
〇
巻
第
七
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

六
月　
　
　

 

「
三
文
オ
ペ
ラ
」（
第
一
〇
巻
第
八
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

七
月　
　
　

 

「
命
が
一
つ
星
三
つ
」（
第
一
〇
巻
第
九
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

八
月　
　
　

 

「
今
晩
わ
幽
霊
で
す
」（
第
一
〇
巻
第
一
一
号
）

　

新　

一
九
六
六
年
一
二
月　
　
　

 

「
悲
運
な
星
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）

　
　
　

一
九
六
七
年　

五
月　
　
　

 
「
鬼
っ
子
彦
六
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）

（
20
） 　　
　

一
九
六
〇
年　

九
月　

一
日
「
吉
原
百
人
斬
り
」（
第
七
〇
集
）

（
21
） 　　
　

一
九
六
四
年　

八
月　
　
　

 

「
と
う
ふ
イ
」（
第
八
巻
第
四
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年
一
一
月　
　
　

 

「
虫
け
ら
直
次
郎
」（
第
八
巻
第
六
号
）

（
22
） 　

新　

一
九
五
七
年
一
〇
月　
　
　

 

「
し
ら
浪
月
夜
」（
第
一
〇
巻
第
一
一
号
）

　

新　

一
九
六
一
年　

一
月　
　
　

 

「
剣
豪
買
い
ま
す
」（
第
一
四
巻
第
一
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

四
月　
　
　

 

「
俺
は
風
の
子
」（
第
一
七
巻
第
四
号
）

（
23
） 　　
　

一
九
六
一
年　

二
月　
　
　

 

「
暁
の
鐘
が
鳴
る
」（
第
一
二
巻
第
二
号
）

　

新　

一
九
六
一
年
一
一
月　
　
　

 

「
崖
下
の
神
様
」（
第
一
二
巻
第
一
一
号
）

　
　
　

一
九
六
三
年　

一
月　
　
　

 

「
燃
え
て
夜
空
に
」（
第
一
四
巻
第
一
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

五
月　
　
　

 

「
縛
り
首
平
吉
」（
第
一
五
巻
第
五
号
）

　
　
　

一
九
六
六
年
一
二
月　
　
　

 

「
血
と
剣
」（
第
一
七
巻
第
一
二
号
）

　

新　

一
九
六
七
年
一
〇
月　
　
　

 

「
疫
病
神
太
平
記
」（
第
一
八
巻
第
一
〇
号
）

（
24
） 　

新　

一
九
六
一
年　

八
月　
　
　

 

「
首
桶
仁
義
」（
第
二
巻
第
八
号
）

　

新　

一
九
六
二
年　

二
月　
　
　

 

「
切
腹
教
科
書
」（
第
三
巻
第
三
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

一
月
一
五
日
「
蟻
と
き
り
ぎ
り
す
」（
第
五
巻
第
二
号
）

　
　
　

一
九
六
四
年　

四
月
一
五
日
「
紙
の
月
と
描
い
た
雲
」（
第
五
巻
第
六
号
）

　
　
　

一
九
六
七
年　

七
月
一
五
日
「
凶
状
狂
い
」（
第
八
巻
第
一
〇
号
）

（
25
） 　

新　

一
九
六
一
年　

七
月　
　
　

 

「
温
泉
芸
者
」（
第
九
巻
第
八
号
）

　
　
　

一
九
六
八
年　

一
月　
　
　

 

「
名
無
し
の
恋
兵
衛
」（
第
一
六
巻
第
一
号
）

（
26
） 　
『
中
央
公
論
』（
第
七
六
年
第
一
一
号
、
一
九
六
一
年
一
一
月
、
三
一
二
〜
三
一
九
頁
）。

（
27
） 　
「（
２

）
普
通
の
女
の
子
に
な
り
た
い　

シ
ン
デ
レ
ラ
の
夢
薄
れ　

流
行
語
７

７

」

（『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
七
年
一
二
月
一
四
日
夕
刊
、
九
面
、「
朝
日
新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー

チ
」）

（
28
） 　
「
一
人
二
役
」
は
「
色
川
武
大　

年
譜
」（『
昭
和
文
学
全
集
』）
の
一
九
七
九
年
の
記

述
に
よ
る
。

（
29
） 　
「
練
馬
の
冷
や
し
ワ
ン
タ
ン
」（『
喰
い
た
い
放
題
』
一
一
頁
）
参
照
。

（
30
） 　
『
な
ぜ
勝
て
な
い
の
か
』
の
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
を
「
井
上
志
摩
夫
時
代
」
に
含

め
る
資
料
は
存
在
し
て
い
た
が
、
本
稿
に
お
け
る
「
倶
楽
部
雑
誌
」
へ
の
問
題
意
識
と

は
論
点
が
異
な
る
。

（
31
） 　

注（
５

）に
同
じ
。

【
付
記
】

　

本
文
の
引
用
に
際
し
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
適
宜
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。


